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ＪＲ貨物の保有車両数と青函共用走行区間を運行する車両数ＪＲ貨物の保有車両数と青函共用走行区間を運行する車両数

ＪＲ貨物保有車両の内訳
青函共用走行区間を
運行する車両（現行）

電気機関車

（473両）
EH500形式（61両）

ディーゼル

機関車（218両）

電車（42両）

ED79形式（9両）

コキ50000
電車（42両）

貨車（8344両）

（2429両）

コキ100系
（5219両）

合計：9077両
（この他、私有貨車2438両が在籍）

合計：7718両
（保有車両数の約85％）

平成23年度期首時点
１



ＪＲ貨物における車両検査の概要

〇電気機関車の検査

検査種別 仕業検査 交番検査
重要部検査

（従来形式は台車検査）
全般検査

検
査

新形式
（EH500形式）

９６時間以内 ９０日以内
４８ｹ月以内

又は６０万キロ以内
９６ｹ月以内

周
期

従来形式
（ＥＤ７９形式）

７２時間以内 ９０日以内
３６ｹ月以内

又は４０万キロ以内
７２ｹ月以内

走行装置 主電動機等

主な検査内容

パンタグラフスリ板や
制輪子などの消耗品の
取替等を主体とし、

機関車の機能について
全般的に行う検査

在姿の状態で、各機器の
取付状態、摩耗状態、
作用及び機能の良否に
ついて確認することを

主体とした検査

走行装置、主電動機等の
主要機器を取外し、検査、
機能の確認及び回復を
行うとともに、各機器の
機能の良否の確認を

車両の各部を全般的に
解体して、機能の総合的

回復を図る検査

〇貨車の検査

全般的に行う検査 主体とした検査
機 良
総合的に行う検査

〇貨車の検査

検査種別 仕業検査 交番検査 交番検査（指定取替） 全般検査

検査周期 貨車運用図表で施行 ９０日以内 ３０ｹ月以内 ６０ｹ月以内

主な検査内容
各機器の状態について全

般的に行う検査

在姿の状態で、各機器の
取付状態、摩耗状態、
作用及び機能の良否に
ついて確認することを

走行装置、制御弁等の
主要機器を取外し、検査、
機能の確認及び回復を
行うとともに、各機器の
機能の良否の確認を

車両の各部を全般的に
解体して、機能の総合的

回復を図る検査ついて確認することを
主体とした検査

機能の良否の確認を
総合的に行う検査

回復を図る検査

２



ＪＲ貨物における車両の安全対策

軸受発熱に関する安全対策

〇車軸発熱による車軸溶断事故と対策

発生年月 原 因 主 な 対 策

ＪＲ発足以来、コンテナ貨車において車軸コロ軸受の発熱による車軸溶断が４件発生した。
その原因と対策は以下のとおりである。

溶

発生年月 原 因 主 な 対 策

昭和62年

10月

軸受前蓋の脱落により、グリースが徐々に漏洩し、

発熱した。

・前蓋取付けボルトに針金を緊縛

＊平成９年度から回止め剤塗布に変更

平成8年 車軸と軸受内輪の締め代不足によりクリープが ・車軸と軸受内輪の締め代基準の見直し

10月 発生し、発熱した。 ・その他形式も含め、製造基準及び検査基準の見直し

平成8年

11月

軸受のグリース量不足により、発熱した。 ・グリース量の確保

平成12年

12月

チリヨケ座締め代不足によりチリヨケ座が緩み、

オイルシール金具と接触し、発熱した。

・改良形のチリヨケ座に変更(把握力の増加)

・コロ軸受検査標準の制定

①．車軸軸受の経年取替
コンテナ車に使用している軸受は、分解検査時点で１０年を経過したものは全数取替。
（平成７年度以降）

②．車軸軸受へのサーモラベル貼付
昭和６３年１１月以降、全コンテナ車の軸受前蓋部にサーモラベルを貼付。

③．車軸軸受に用いる部品類の改善を実施。
④．現在の状況

平成12年12月以降、コンテナ車の車軸発熱は発生していない。
３



共用走行に必要となる専用新型機関車の開発と費用支援

○ 新幹線との共用走行開始後には、現在の機関車（ＥＨ５００形式、ＥＤ７９形式）は、き電電圧

の変更（交流２０ｋＶ→交流２５ｋＶ）等の事由により共用区間では走行できなくなります。変更（交流 交流 ）等 事由 り共用 間 走行 り す。

○ このため、専用の新型機関車（約２０両）を導入する必要があり、現在、開発を進めています。

また、当該機関車にかかる検修基地の新設が必要となります。

○ 上記機関車の導入等は整備新幹線に起因するものであり、当社の経営に重大な影響を与えること

から、特段のご配慮をいただけることとなりました。

投資総額 …… 最大 １９０億円
内訳（１）車両新製

（２）保安装置追加(ATC装置のデジタル化、防護装置の搭載等）

（３）検修基地の新設

江差

渡島大野海道 線（３）検修基地の新設

費 用 ………… ＋α
内訳 検修費用等の発生

青函ト ネ

木古内

函館

渡島大野
（新函館）

五稜郭

北海道新幹線

共用区間

専用新型機関車
運用区間

（独）鉄道建設・運輸施設整備支援機構の特例業務勘定の

利益剰余金を活用して、上記設備投資に対して、助成金１／

２の交付と無利子貸付１／２が行われることとなりました。

青函トンネル

新中小国

青森

共用区間運用区間

ご配慮いただきましたことに厚く感謝申し上げます。 東青森

青森
新青森

４



専用新型機関車（EH800形式）のイメージ

北海道新幹線で採用される
デジタル列車無線機を搭載

架線のき電停止を検知し、列車を停止
させる装置を搭載

防護装置の搭載ＡＴＣ装置（デジタル化）新幹線列車無線機の搭載

北海道新幹線で採用される
デジタルATCシステムを搭載

交流２５ｋＶと２０ｋＶの双方に
対応する電気機器を搭載

交流２５ｋＶ／２０ｋＶ対応

開発・導入スケジュール

H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ ⅣⅠ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

　　　▽メーカーへの条件提示

　試作車走行試験

試作車設計・製作

量産車製作

５



共用走行区間における新幹線列車の最高速度について

〇平成23年12月26日

「整備新幹線の取扱いについて（政府 与党確認事項）・「整備新幹線の取扱いについて（政府・与党確認事項）」

２．各線区の取扱い

「１．基本的な考え方」を踏まえ、各線区について次のとおり扱う。新たな区間については、その効果や

採算性を十分に吟味する必要があることから、収支採算性と投資効果を改めて確認することとする。

その上で、以下の「認可・着工に先立ち満たすべき条件」が整い、かつ、各線区の課題（注参照）に

ついて対応が示されていることを確認した区間から、所要の認可等の手続きを経て着工する。て対応が示されて る とを確認した区間から、所要の認可等の手続きを経て着 する。

（1）北海道新幹線

（途中省略）

（注）青函共用走行区間の最高速度は当面140k /hとし 北海道内における最高設計速度は260k /hと（注）青函共用走行区間の最高速度は当面140km/hとし、北海道内における最高設計速度は260km/hと

する。

〇 今回の決定については、共用走行区間を在来線貨物列車として運行出来る
ことであり、鉄道貨物輸送の全国ネットワークが寸断されることなく、引き続き
安定的に維持出来ることと理解致します安定的に維持出来ることと理解致します。

６



青函トンネルの現状

ト ネ

木古内 五稜郭

新函館（仮称）

青函トンネル
延長約５４ｋｍ

新幹線と

貨物列車が
共用走行する区間

約８２ｋｍ

青函トンネル

新幹線として

新設される区間 約３８ｋｍ

青森

新
青

新中小国

奥津軽（仮称）

新設される区間 約３８ｋｍ
八戸森

青函地区における貨物輸送の経緯
国鉄時代：青函連絡船 8隻（１７往復／1日）

最大航送能力 815両 換算 ／1日青函トンネルの旅客列車と貨物列車の本数比

旅客列車
（青森～函館間の特急列車）

最大航送能力 815両（ワム車換算）／1日
（1.2万トン／1日）

昭和63年3月：青函トンネル開業
全天候型の輸送機関として、対北海道物流の
主力となる

青函トンネルの旅客列車と貨物列車の本数比

貨物列車

（青森 函館間の特急列車）

1日あたり ２４本

本数比 ３２％

主力となる。

開業前 昭和60年、61年 2ヵ年平均

対北海道輸送367万トン

開業前後比較４５％増
1日あたり ５１本

本数比 ６８％
開業後 平成元年、２年 2ヵ年平均

対北海道輸送533万トン

開業前後比較４５％増

平成23年３月現在平成23年３月現在
コンテナ列車 （５１本／1日）

最大輸送能力（12ftコンテナ換算5100個／１日）

（2.6万トン／1日） ７



想定ダイヤ（４時間保守間合いの場合・影響なし）

ﾚﾝ
ｼﾂ
ﾏﾝ
ﾅﾜ
ｸﾆ
ﾖﾂ
ｸﾛ
ｻｷ
ﾜｼ
ｸﾓ
ﾔｺ
ﾉﾀ
ｵﾍ
ｲｼ
ｲﾔ
ﾓﾘ
ﾋﾒ
ｺﾏ

長万部
ﾚﾝ
ｼﾂ
ﾏﾝ
ﾅﾜ
ｸﾆ
ﾖﾂ
ｸﾛ
ｻｷ
ﾜｼ
ｸﾓ
ﾔｺ
ﾉﾀ
ｵﾍ
ｲｼ
ｲﾔ
ﾓﾘ
ﾋﾒ
ｺﾏ

長万部

新八雲 新八雲0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

貨物列車(定期･臨時)

新幹線(140km/h)

ｱｶ
ｵｴ
ｵﾅ
ﾘﾏ
ｵﾗ
ﾇﾘ
ｶﾍ
ｼｸ
ｲﾀ
ｵﾏ
ﾆﾏ
ｵｵ
ﾅﾅ
ｵｳ
ｷｹ
ｺﾘ
ﾅﾊ

ｸﾍ

ｲｿ

ﾔﾌ

ﾓﾁ

ﾏﾄ

五 稜 郭

ｱｶ
ｵｴ
ｵﾅ
ﾘﾏ
ｵﾗ
ﾇﾘ
ｶﾍ
ｼｸ
ｲﾀ
ｵﾏ
ﾆﾏ
ｵｵ
ﾅﾅ
ｵｳ
ｷｹ
ｺﾘ
ﾅﾊ

ｸﾍ

ｲｿ

ﾔﾌ

ﾓﾁ

ﾏﾄ

五 稜 郭

上21(4)
下21(5)

ﾏﾄ

ﾏﾔ

ｲﾐ

ｻｶ

ｷｺ

ﾘｳ

ﾙｲ

ﾅｸ

木古内

新中小国

上　２１（４）
下　２１（５）

奥津軽～木古内間共用区間
上り線４時間 保守間合い

ﾏﾄ

ﾏﾔ

ｲﾐ

ｻｶ

ｷｺ

ﾘｳ

ﾙｲ

ﾅｸ

木古内

新中小国

上　２１（４）
下　２１（５）

湯の里(信) 湯の里(信)

奥津軽 奥津軽
ﾅｸ

ｶﾀ

ｺｻ

ﾅｻ

ｵｸ

ｼﾗ

ｱﾝ

新中小国

青森信

ﾚﾝ
ｼﾂ
ﾏﾝ
ﾅﾜ
ｸﾆ
ﾖﾂ
ｸﾛ
ｻｷ
ﾜｼ
ｸﾓ
ﾔｺ

長万部
ﾚﾝ
ｼﾂ
ﾏﾝ
ﾅﾜ
ｸﾆ
ﾖﾂ
ｸﾛ
ｻｷ
ﾜｼ
ｸﾓ
ﾔｺ

長万部

新八雲 新八雲

ﾅｸ

ｶﾀ

ｺｻ

ﾅｻ

ｵｸ

ｼﾗ

ｱﾝ

新中小国

青森信

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
ﾉﾀ
ｵﾍ
ｲｼ
ｲﾔ
ﾓﾘ
ﾋﾒ
ｺﾏ
ｱｶ
ｵｴ
ｵﾅ
ﾘﾏ
ｵﾗ
ﾇﾘ
ｶﾍ
ｼｸ
ｲﾀ
ｵﾏ
ﾆﾏ
ｵｵ
ﾅﾅ
ｵｳ
ｷｹ
ｺﾘ
ﾅ

五 稜 郭

ﾔｺ
ﾉﾀ
ｵﾍ
ｲｼ
ｲﾔ
ﾓﾘ
ﾋﾒ
ｺﾏ
ｱｶ
ｵｴ
ｵﾅ
ﾘﾏ
ｵﾗ
ﾇﾘ
ｶﾍ
ｼｸ
ｲﾀ
ｵﾏ
ﾆﾏ
ｵｵ
ﾅﾅ
ｵｳ
ｷｹ
ｺﾘ五 稜 郭

ﾅﾊ

ｸﾍ

ｲｿ

ﾔﾌ

ﾓﾁ

ﾏﾄ

ﾏﾔ

ｲﾐ

ｻｶ

ｷｺ

ﾘｳ

木古内

ﾅﾊ

ｸﾍ

ｲｿ

ﾔﾌ

ﾓﾁ

ﾏﾄ

ﾏﾔ

ｲﾐ

ｻｶ

ｷｺ

ﾘｳ

木古内
湯の里(信) 湯の里(信)

ﾙｲ

ﾅｸ

ｶﾀ

ｺｻ

ﾅｻ

ｵｸ

ｼﾗ

ｱﾝ

新中小国

青森信

上　２１（４）
下　２１（５）

ﾙｲ

ﾅｸ

ｶﾀ

ｺｻ

ﾅｻ

ｵｸ

ｼﾗ

ｱﾝ

新中小国

青森信

上　２１（４）
下　２１（５）奥津軽

※コメント(遅れ時分)の記載が無いものについては始終着に変更なし。

奥津軽

８



ﾚﾝ ﾚﾝ貨物列車(定期･臨時)

想定ダイヤ（６時間保守間合い・上り列車への影響）

ﾚﾝ
ｼﾂ
ﾏﾝ
ﾅﾜ
ｸﾆ
ﾖﾂ
ｸﾛ
ｻｷ
ﾜｼ
ｸﾓ
ﾔｺ
ﾉﾀ
ｵﾍ
ｲｼ
ｲﾔ
ﾓﾘ
ﾋﾒ
ｺﾏ
ｱｶ
ｵｴ
ｵﾅ
ﾘﾏ
ｵﾗ
ﾇﾘ
ｶﾍ

長万部
ﾚﾝ
ｼﾂ
ﾏﾝ
ﾅﾜ
ｸﾆ
ﾖﾂ
ｸﾛ
ｻｷ
ﾜｼ
ｸﾓ
ﾔｺ
ﾉﾀ
ｵﾍ
ｲｼ
ｲﾔ
ﾓﾘ
ﾋﾒ
ｺﾏ
ｱｶ
ｵｴ
ｵﾅ
ﾘﾏ
ｵﾗ
ﾇﾘ

長万部

新八雲 新八雲

上21(4)

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

貨物列車(定期 臨時)

新幹線(140km/h)

ｶﾍ
ｼｸ
ｲﾀ
ｵﾏ
ﾆﾏ
ｵｵ
ﾅﾅ
ｵｳ
ｷｹ
ｺﾘ
ﾅﾊ

ｸﾍ

ｲｿ

ﾔﾌ

ﾓﾁ

ﾏﾄ

ﾏﾔ

ｲﾐ

ｻｶ

ｷｺ

五 稜 郭

木古内

ﾇﾘ
ｶﾍ
ｼｸ
ｲﾀ
ｵﾏ
ﾆﾏ
ｵｵ
ﾅﾅ
ｵｳ
ｷｹ
ｺﾘ
ﾅﾊ

ｸﾍ

ｲｿ

ﾔﾌ

ﾓﾁ

ﾏﾄ

ﾏﾔ

ｲﾐ

ｻｶ

ｷｺ

五 稜 郭

木古内

上21(4)
下21(5)

ﾘｳ

ﾙｲ

ﾅｸ

ｶﾀ

ｺｻ

ﾅｻ

ｵｸ

ｼﾗ

新中小国

青森信

上　２１（４）
下　２１（５）

ｷｺ

ﾘｳ

ﾙｲ

ﾅｸ

ｶﾀ

ｺｻ

ﾅｻ

ｵｸ

ｼﾗ

木

新中小国

青森信

上　２１（４）
下　２１（５）

奥津軽～木古内共用区間
上り線６時間保守間合い

湯の里(信) 湯の里(信)

奥津軽 奥津軽

３０６６
３０５０

隅田川着

４０９４
名古屋タ着

１４：２０

(+8h40)

ｼﾗ

ｱﾝ青森信

ﾚﾝ
ｼﾂ
ﾏﾝ
ﾅﾜ
ｸﾆ
ﾖﾂ
ｸﾛ
ｻｷ
ﾜｼ
ｸﾓ
ﾔｺ
ﾉﾀ
ｵﾍ
ｲｼ
ｲﾔ
ﾓﾘ

長万部
ﾚﾝ
ｼﾂ
ﾏﾝ
ﾅﾜ
ｸﾆ
ﾖﾂ
ｸﾛ
ｻｷ
ﾜｼ
ｸﾓ
ﾔｺ
ﾉﾀ
ｵﾍ
ｲｼ
ｲﾔ
ﾓﾘ

長万部

ｼﾗ

ｱﾝ 青森信

新八雲 新八雲12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

３０６４
東京タ着

２１：５０

（+9ｈ10）

３０８６
名古屋タ着

１２：００

(+14ｈ20）

越谷タ着

１９：５０

（+6ｈ50）
３０５４

隅田川着

２１：２０
（+4ｈ40）

４０６０
大阪タ着

６：００
（+9ｈ00）

３０９８

福岡タ着
２３：３０

（+12ｈ00）

３０６０
広島タ着

１９：３０

(+6h40)

３０５２

隅田川着

５：２０

(+8h40)

隅田川着
５：３５

(+9h25)９２

隅田川着

２３：５０

(+2h20)

ﾓﾘ
ﾋﾒ
ｺﾏ
ｱｶ
ｵｴ
ｵﾅ
ﾘﾏ
ｵﾗ
ﾇﾘ
ｶﾍ
ｼｸ
ｲﾀ
ｵﾏ
ﾆﾏ
ｵｵ
ﾅﾅ
ｵｳ
ｷｹ
ｺﾘ
ﾅﾊ

ｸﾍ

ｲｿ

ﾔﾌ

五 稜 郭

ﾓﾘ
ﾋﾒ
ｺﾏ
ｱｶ
ｵｴ
ｵﾅ
ﾘﾏ
ｵﾗ
ﾇﾘ
ｶﾍ
ｼｸ
ｲﾀ
ｵﾏ
ﾆﾏ
ｵｵ
ﾅﾅ
ｵｳ
ｷｹ
ｺﾘ
ﾅﾊ

ｸﾍ

ｲｿ

ﾔﾌ

五 稜 郭

ﾔﾌ

ﾓﾁ

ﾏﾄ

ﾏﾔ

ｲﾐ

ｻｶ

ｷｺ

ﾘｳ

ﾙｲ

木古内

上　２１（４）
下　２１（５）

ﾔﾌ

ﾓﾁ

ﾏﾄ

ﾏﾔ

ｲﾐ

ｻｶ

ｷｺ

ﾘｳ

ﾙｲ

木古内

上　２１（４）
下　２１（５）

湯の里(信) 湯の里(信)

奥津軽 奥津軽
ﾙｲ

ﾅｸ

ｶﾀ

ｺｻ

ﾅｻ

ｵｸ

ｼﾗ

ｱﾝ

新中小国

青森信

ﾙｲ

ﾅｸ

ｶﾀ

ｺｻ

ﾅｻ

ｵｸ

ｼﾗ

ｱﾝ

新中小国

青森信
４０９６
梅田着

１１：３０
(+7h00)

８０９６
梅田着

１１：００

（+3ｈ20）

９４
新座タ着

４：５０
（+4ｈ20）

３０６２
越谷タ着

５：４０

（+6ｈ10）

３０５８
隅田川着

５：４０
(+10h00)

３０８０
西浜松着

１１：５０

（+3ｈ55）
※コメント(遅れ時分)の記載が無いものについては終着定時。 ９


